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断層の滑りやすさを考慮した応力逆解析

Stress tensor inversion for heterogeneous fault-slip data using fault

instability evaluation
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　構造地質学や地震学で用いられる応力逆解析は，断層が剪断応力と平行に滑るというWallace-Bott仮説に基

づいている．この仮説は剪断応力や法線応力の大きさに何ら仮定を設けないので，高間隙水圧や低摩擦の条件

で滑る断層や，既存の弱面を利用する断層など，いわゆるmis-orientedな方位を持つ断層を許容する．しかし

その反面，応力に対する制約が弱いので，Wallace-Bott仮説のみに依拠する解析法は応力の検出能が高くな

い．そこで本研究は，断層の滑りやすさを表すfault instability（Vavrycuk et al, 2013; Sato, 2016）の評価を

組み込んで，応力の検出能向上を試みた． 

 

　Mohrダイアグラム上で断層面に働く剪断応力と法線応力を表す点と，摩擦則の直線との距離が小さいほど断

層は滑りやすいと考えられる．そこで，その距離が小さいほど大きくなるようにfault instabilityを定義す

る．Fault instabilityの算出には摩擦係数が必要である．本研究は応力をグリッドサーチで決定するが，候補の

応力ごとに最適な摩擦係数をSato (2016）の方法で決定した．その摩擦係数に基づいて算出したfault

instabilityを用いて，応力の適合度に重み付けをした．これにより，滑りやすい方位の断層面が多くなるよう

な応力が検出されやすくなる． 

 

　本手法を，大分県別府湾周辺に分布する更新統碩南層群を切る小断層群に適用した．その結果，

NNE-SSW引張，NNW-SSE引張，E-W引張の３つの正断層型応力が検出された．従来の解析法（Sato,

2006）では１つないし２つの応力しか検出できなかったが，本研究の改良により検出能が向上したことが確

かめられた． 
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